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天才彫刻家平坂芳文
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郷土の誇るべき彫刻家、平原芳文氏は、文久 3年、 i~ifl日町平
柳宮大工彫師柳下平左エ門の二男として出生、J(lJ友文左エ門の

養子となったが、その問実父や実hlと共に近恕IIの社守建築に従
事、特にn;~投門の屯の彫刻などを担当、 近くは佐i床神社、 五社
の社、桜町八1係官、 活｜｜崎臨Iii~神社の泡の彫刻などの製作に従っ
たと伝えられ、その按昨の才能力f招められて当日丹市娠在住の北

村凶海に師事し、本絡的な彫刻を砂f’先した。四海没後は単身上
京して当時の術展審査員の泊二彫の太家吉田＇：h明について牙彫に
没頭したと雷われている。

中央において大いにその存犯を示したが、個性が強く、先能

等との意見の相遅から憤然として郷里に戻り以来泊において日

日を彫刻に従事するかたわら好きな釣を楽しんだ。

某日小川元湯奥にいわな釣に出かけ、それ以後健康を害して

五十七才で般人となったが、郷里には幸い晩年の名作、長夫、

釣人、古代人、露、 鏡などが残っている。

氏の真価について、当時の美術評論家、関如来が択のように

評価している。

「彫刻家平坂芳文は真に朴諦な人である。いわば野育ちのま

まの人である。

一面において人格の人として推されている。 従ってその作品

もまた紫朴な原始的情緒の流卸している。

此の芸術の邪鋸にふみとみ、そこで鍛えあげた技巧にしばら

れ、新なる活動の舞台に入る乙とのできない人たちは、あるい

は君の紫j；卜な作品を見てとかくの批評を下すかも知れない。し

かし君。の人裕をいかんともすることはでさない。人物は本であ

る。技巧は米である。本たって道生ず。いたずらに技巧の米に

従って作品を評する1経緯漢は今日の芸術界には貫性用である。」

けだし現代の芸術家にも等しく｜渇かせたい一宮である。

大正4年に郷重富山県で 「芳文会Jという後盟会が結成され
たが、これには当時中央の彫刻界の犬家や、郷土の知名土はも

ちろん文部省美術審査白の米原雲海、山崎~vl'R、竹内久一、併
宝l¥'J物館の高僑健白、平師団中の名などが見られ氏の存在がl中
央において如何に六であったかうかがわれる。過去に多くの芸

術家を生んだわが朝日町の土壌は、乙のようなすぐれた芸術家

の手によって築かれたものであることに思いをいたしたい。 ．

く写真は氏の名作古代人中大5l1il：子像＞ （朝日町某家蔵）
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山
県
知
事
選
挙

投
票
日
は
十
二
月
二
日
（日
曜
日
）
で
す

( 2 ) 

⑩ 

⑧ 

自
国
国

ひ

富
山
県
知
事
選
挙
の
投
京
が
次
の
嬰
項

に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
選
挙
権
は
私
た

ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
阿
弥
い
、
そ
し
て
政

治
に
参
加
す
る
ζ

と
の
で
き
る
、
霊
裂
な

権
剰
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
昨
い
権
利
を

自
ら
放
棄
す
る
ζ

と
な
く
、
投
浪
日
に
は

必
ず
投
票
所
へ
出
向
い
て
、

自
分
の
鼠
芯

を
示
し
ま
し
ょ
う。

さ

記

て

投
漂
白

十
二
月
一
一日
〈
日
）

一
、
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
定
で

（投
票
締
切

一
時
間
前
の
午
後
五
時

に
サ
イ
レ
ン
を
吹
嶋
：
：：

一
分
間
）

一
、
投
票
で
き
る
人

満
二

O
才
以
上
で
、
十
一
月
六
日
現

在
富
山
県
内
に
三
カ
月
以
上
住
ん
で

お
り
、
選
挙
人
名
簿
に
山
宮
山附
さ
れ
て

い
る
人
が
投川市
で
き
ま
す
。
即
ち
白

山
県
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
投
架
す

る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
慕
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
盟
由
で
、
選
挙
当
日
（
十

二
月
二
日
）
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
印
鑑
を
も
っ
て
朝
日
町
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
同
（
議
会
議
場
）
へ
行
き
、

所
定
の
手
続
き
を
さ
れ
る
と
、
投
票
日
前

あ

⑧ に
投
開
市
が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
い
乙
と
は

朝
日
町
選
挙
笹
川
出
委
員
会
（
電
話
①
｜

一

五
八

O
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、

不
在
者
投
票
は
、
十
一
月
七
日

か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
あ
い
だ
毎
日
、

午
前
八
時
三
O
分
か
ら
、
午
後
五
時
ま
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

－
h

出
稼
ぎ
や
長
期
出
強
な
ど
、
役
票
医

外
で
仕
事
に
従
事
中
の
人
。

2

あ
ら
か
じ
め
日
程
の
定
ま
っ
た
観
光

旅
行
や
旅
先
で
の
入
院
な
ど
や
む
を
え

な
い
理
由
で
居
住
地
の
市
町
村
外
に
い

る
入
。

a
疾
病
、
負
傷
、
出
産
な
ど
で
歩
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
あ
る
い
は
、

民
獄、

少
年
院
に
入
所
中
の
人。

札

交
通
の
使
の
非
常
に
惑
い
土
地
で
仕

事
な
ど
を
し
て
い
る
人
（
場
所
に
つ
い

て
は
法
仰
で
き
め
ら
れ
て
い
る
）
。

立
会
演
説
会
に
つ
い
て

て

日
時

十

一
月
二
十
U
（
火
）
午
後
二
附
か
ら

て

場
所

朝
日
町
制
労
背
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

（
稲
祉
セ
ン
タ
ー）

当
日
は
、
恥
制
早
川
射
が
狭
い
の
で
、
な
る

べ
く
自
家
用
車
を
利
用
し
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

予
算
総
甜
が
寸
土
一偲
～
千
九
百
九
十
二

万

一
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
訴
の
主
な
も
の
は
、
州
中
部
保

育
所
改
築
費
三
千
二
百
十
万
八
千
円
と
教

育
管
川
町
鍔
凶
百
二
十
七
万
三
千
円
（
と
れ

は
泊
小
学
校
が
四
十
九
年
度
の
新
人
生
が

増
担
し
教
室
が
不
足
す
る
た
め
増
改
築
す

マ
あ

ら

ま

し

る

も

の

）

で

す

。

昭
和
四
十
八
年
第
五
回
朝
日
町
議
会
臨

V
工
事
請
負
契
約
の
件

時
会
は
十
月
三
十

一
日

会

期

一

日

と

し

て

工

引

名

泊
中
間
保
肖
所
改
築
工
事

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
本
臨
時
会
で

は

上

理

工

事

内
容
鉄
筋
サ
ー
モ

コ
ン
ク
リ
｜

案
件
二
件
を
以
来
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し

ト
造
陸
出
版
二
附
組
一

一肌

ま

し

た

。

一

附

八

百

三
十
一

・
～ハ
九
州

可

決

さ

れ

た

も

の

二

階

三
百
四
十
二

・
三

od

v昭
和
四
十
八
作
良
一
般
会
計
補
正
予
算
契
約
金
七
千
九
百
九
十
万
円

〔第
三
号

）

契

約

の

相

手

万

補
正
額
三
午
一
ハ
百
三
J
I
八
刀

一
千

円

で

鳩

山

工

務

店

代
表

増
山
八
郎

一

般

会

計

補

正

予

算
（第
三
き

と

工
事
請
負
契
約
の
二
案
件
可
決

〔朝
日
町
議
会
臨
時
会
〕

農

業

を

営

む

者

の

社

会

的

、

経

済
的
地
位
の
向
上
の
た
め
に

富
山
県
農
地
開
発
公
社

1

11
事
業
案
内

ハ門
農
用
地

（回
、
畑
）
の
売
買
事
業

買
入
先
・
・・
民
地
的
有
者
な
ら
ど
な
た
で

も
可

施
政
先
・：

↑
定
の
首
相
の
あ
る
万

（
経
常
国
的
及
び
由
業
労
働
刀
五
十
五

才
以
上
は
後
継
者
の
あ
る
引
な
ど
）

ω農
用
地

（
図
、
畑
）
の
貸
借
事
禦

山
入
先
、
貸
付
先
と
も
い
円
と
同
じ

契
約
則
川

一
0
年
間

小
作
料
公
社
が
れ
り
る
場
合

・
0
年
分
の

’H
f
eu
－
。

J
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L
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公
社
が
悶
す
腸
合

一
年
一昨
に
支
払

う
。

い
ず
れ
も
小
作
料
は
標
準
小
作
料
に
基
づ

い
て
関
係
者
合
意
の
上
決
定
す
る
。

同
水
図

（休
耕
水
田
）
貫
入
事
業

休
耕
水
聞
や
普
通
の
水
出
を
質
入
れ
畑

や
採
草
放
牧
地
文
は
果
樹
園
に
転
換
す

る
農
業
者
に
売
渡
し
X
は
貸
付
り
た
り

公
共
団
体
等
が
畑
作
団
地
、
畜
産
団
地

な
ど
に
利
用
し
ま
す
。

図

上
価

絡

買
人
価
格
は
近
く
の
亮
買
事
例
に
よ
り

平
地
に
お
い
て
は
道
路
に
聞
し
た
り
、

町
並
み
に
近
い
な
と
あ
る
程
度
ま
で
は

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

2
憾
遇
措
間

判
譲
渡
所
得
税

：
ご
五

Q
万
円
腔
除

〔
普
通
は

一
n
k
U万
円）

川門
不
励
産
取
得
税
（
皆
過
の
三
分
の
こ
）

川
登
録
免
詳
税

一
O
O
O
分
の
六

（皆

通
は

一
0
00
分
の
い
九

O
）

制
限
地
取
得
資
金
・
・・六

O
O万
円

（普
通
臥
ニ
ハ

δ
万
円）

制
民
地
法
特
例
・
・
圃
不
在
地
主
政
い
は
し

ま
せ
ん

但
し
例
付
は
限
撮
法
凶
用
後

誹
し
く
は
町
の
円
以
業
蚤
自
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
．
た
さ
い
。

ρ
O「
D
n
o

隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て

よ
い
防
火

秋

季

全

国
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

十
二
月
二
日
ま
で

目
的
し
に
火
の
気
が
ほ
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
火
災
の
発
生
も
こ
れ
か
ら
が
最

も
多
い
時
期
で
す
。
各
家
庭
で
は
各
部
の

限
尉
器
具
を
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
使

用
方
法
を
あ
や
ま
る
と
、
恐
ろ
し
い
火
災

発
生
器
と
な
り
ま
す
。
特
に
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
、
石
削
ス
ト
i
プ
の
取
り
扱
い
に
は
充

分
注
意
し
て
、
火
災
の
発
生
防
止
と
人
命

損
傷
事
故
の
絶
滅
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
一

斉
実
施
事
項

州
政
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
を

し
な
い
ζ

と
c

例
老
人
、
子
供
、
病
人
等
は
避
難
の
し
ゃ

す
い
場
所
に
寝
か
せ
る
こ
と
。

れ
火
災
は
初
期
で
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
の
水

や
消
火
器
で
消
せ
ま
ず
か
ら
、
普
段
か

ら
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
の
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
。

一
、
期
間
中
は
つ
ぎ
の
安
舗
で
サ
イ
レ

ン

を
吹
附
い
た
し
ま
す
。

明
七
附
と
午
后
九
時
の
＝
凹

十
五
秒
、
六
秒
、
十
五
秒
、
六
秒
、

l
l
l
体

l
l
l
休

十
五
秒

二
、
則
闘
中
に
消
防
職
員
及
び
哨
防
団
員

が
皆
さ
ん
の
家
低
の
夜
祭
を
行
な
い
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

火
事
と
救
急
は
、
局
番
な
し

（
一
一
九
）

一
般
問
い
合
わ
せ
は

（
三
1
0
0
0九
〉

火
災
予
防
運
動
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(3) 

炉
及
び
か
ま
ど
は
使
用
さ
れ
る
積
別
に
よ

っ
て
右
下
の
図
の
よ
う
な
保
有
距
離
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

一
般
家
庭
の
か
ま
ど
は

｜｜ 

主
に
低
温
用
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
、

－

a

n

－－
ー
ー
！

保

有

距

蝿

「
川
｜
｜
円
ト

よ一
白
方

一副
司
州
当

利

，矧｜

一
夜用
a
’Z
引
川
1
1川
寸
il
lけ
’

1
1
1
｜

一
一骨肉川
印。
一
＝
・
2
m
一－一－
O
晩
一
三
・o
m

一ど
一M
制
批
何
一以

上

一

以

上

一
以

上
一

一E
高
罰
則
樹
寸
｜
｜
｜
寸
1
川
川
一l
i
ll

－司
一塁
5
0
慎
一
一・
五
土
仁
工
海
一
二
・
0
m

一、
一以上八
O
O
一
一
一
切
頃
JtaT
い一－

（

一カ
一度来滴の中
一以

上

一句
ω
ト
ゾ
五
一
品
上

一・一
盛
用
の
も
の
一
ー
守
一

、
相
品
上
一
1

・

一戸
高
湖
沼
凌
監
ペ
パ
叶
司
．4
4問
「
1
汁
川

一。
一
祭
主
5
0一h
l

〈
三
段
伊
に
あ
っ
一
：

cn

一一
度
表
請
の
低
一t
z

一
℃主
h
－－D
一l

：

仁

同
医
院
日
｜
』
一札
制
紙
上
｜
ト
同
ー

い

た
だ
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
そ
の

他
の
燃
え
な
い
構
造
の
場
所
に
設
け
る
と

き
は
距
離
を
少
な
く
で
き
ま
す
。

階
段
及
び
避
難
す
る
出
入
口
か
ら
は
五

メ
ー
ト
ル
以
上
は
な
す
。

地
震
そ
の
他
の
掻
動
な
ど
に
よ
り
倒
れ

た
り
、
わ
れ
め
が
で
き
た
り
、

ζ

わ
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
つ
く
る
。

新
、
石
炭
及
び
も
み
が
ら
を
使
う
炉
又

は
か
ま
ど
は
、
た
き
口
か
ら
火
の
粉
が
飛

ば
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
取
灰
入
れ

及
び
燃
料
置
場
を
つ
く
る
。

取
灰
入
れ
は
、
ふ
た
の
あ
る
燃
え
な
い

も
の
、
燃
料
を
盟
く
と
乙
ろ
は
、
た
き
口

か
ら
約
一
二

一メ
ー
ト
ル
以
上
は
な
す
。

灯
油
や
重
油
及
び
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使

用
す
る
炉
及
び
か
ま
ど
を
設
け
る
室
内
は

壁
及
び
天
井
は
燃
え
な
い
も
の
で
仕
上
げ

る。二
、
燃
料
タ
ン
ク

灯
油
又
は
重
油
を
入
れ
る
燃
料
タ
ン
ク

を
設
け
る
場
合
は
次
の
乙
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

川
燃
料
タ
ン
ク
を
乗
せ
る
台
は
、
燃
え
な

い
も
の
で
つ
く
る
。
地
震
等
の
と
き
に

タ
ン
ク
が
台
か
ら
格
ち
た
り
、
倒
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
使
用

中
に
油
が
も
れ
た
り
、
と
ぼ
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
注
恕
す
る
。

ωタ
ン
ク
と
た
き
口
と
の
距
雌
は
こ
メ
1

ト
ル
以
上
は
な
す
か
、
ま
た
は
ブ
ロ
γ

ク
の
塀
な
ど
を
し
て
ク
ン
ク
へ
の
引
火

を
防
止
す
る
。

問
タ
ン
ク
は
鴻
の
量
に
応
じ
て
次
の
去
に

あ
げ
る
厚
さ
の
鋼
桓
又
は
こ
れ
と
同
じ

よ
う
な
強
さ
の
あ
る
金
属
板
で
つ
く
っ

た
も
の
を
使
用
す
る
。

例
え
ば
、
ド
ラ
ム
缶
と
同
じ
容
量
の
二
O

O
リ
ッ
ト
ル
’
入
り
の
タ
ン
ク
を
作
る
場
合

は
、
一
・
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板

等
で
作
る
と
と
。

一

タ

ン

ク

の

抽

選

一

板

厚

一

一
五

Z

U
下

一
0
・
｛
ハ
胴
以
上
一

一
一
」
材
作
に
は

一
0
・
八
胴
以
上

一

一
一
一
十
4
を
と
え

一

一

一
四
十

4
以

卜

一一

・

o
m以
上

一

一
団
十
8
を
こ
え

一

一

一

ド

一
一
・一

一
m
以
上

一

一一

0
0
4以
一

一

一

二
（
×
u
d
を
こ
ん
一

一

一
二
五

0
4以
ふ

一
一
・
六
冊
以
上

一

一
二
五

0
4
を
ζ

ご

7
0
m以
上

一

一
え

る

も

の

一

一

凶
タ
ン
ク
を
麗
内
に
般
け
る
と
き
は
、
土

問
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
そ
の
他
、
燃
え

な
い
も
の
で
つ
く
っ
た
床
の
上
に
設
け

る
。
タ
ン
ク
に
は
、
見
や
す
い
位
置
に

油
の
量
が
、
だ
れ
が
見
て
も
わ
か
る
ゲ

ー
シ
そ
の
他
の
装
置
を
設
け
る
。

ζ

の
場
合
に
お
い
て
、
ゲ
1
ジ
が
ガ
ラ
ス

管
で
作
ら
れ
て
い
る
時
は
、
金
属
管
等
、

パ
イ
プ
等
で
保
護
し
て
、
‘
ガ
ラ
ス
管
が
わ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

同
タ
ン
ク
の
配
管
に
は
、

タ
ン
ク
の
近
く

で
協
同
作
の
で
き
る
所
に
閣
閉
弁
を
設
り

る
。
た
だ
し
、
地
下
タ
ン
ク
の
場
合
は

差
し
っ
か
え
な
い
。
タ
ン
ク
に
水
が
た

ま
っ
た
時
に
は
、
水
政
き
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
。

仙
川
タ
ン
ク
ま
た
は
、
配
管
に
は
、

ろ
過
で

き
る
よ
う
な
装
置
を
つ
け
る
。
但
し
、

炉げ入
は
か
ま
ど
の
タ
ン
ク
ま
た
は
問
符

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
装
闘
の
つ
い
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
設
け
な
く
て
も

よ
い
。

仰
タ
ン
ク
に
は
、

空
気
を
入
れ
る
通
気
口

ま
た
は
、
通
気
管
を
取
り
付
け
る
。
と

の
場
合
タ
ン
ク
が
屋
外
に
あ
る
と
き

は
、
通
気
口
ま
た
は
、
通
気
管
か
ら
雨

水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

同
タ
ン
ク
の
外
側
に
、
錆
な
い
よ
う
に
ペ

ン
キ
等
の
塗
料
を
塗
る
こ
と
。
但
し
、

ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
合
金
、
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
そ
の
他
鈎
に
く
い
も
の
で
作
っ
た
タ

ン
ク
は
鰐
止
め
の
塗
料
を
盤
ら
な
く
て

も
よ
い
。

タ
ン
ク
か
ら
炉
、
か
ま
ど
ま
た
は
、
ボ

イ
ラ
ー
ま
で
の
配
管
は
、

金
属
析
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
．
か

か
ま
ど
ま
た
は
、

ボ
イ
ラ
ー
ク
ン
ク
に

つ
な
ぐ
部
分
が
金
蝿
留
が
ど
う
し
て
も

使
わ
れ
な
い
場
合
は
、

使
閉
じ
て
い
る

出
で
く
さ
ら
な
い
金
属
官
以
外
の
管
を

使
っ
て
も
よ
い
。

側
つ
な
ぐ
と
き
は
、

ね
じ
で
つ
な
い
だ
り

フ
ラ
ン
ジ
で
つ
な
い
だ
り
、
熔
艇
を

す
る
乙
と
が
で
き
る
。
但
し
。
金
岡
管

と
合
出
管
以
外
の
管
と
つ
な
ぐ
場
合
は

、
ざ
し
込
み
で
つ
な
ぐ
と
と
が
で
き
る

が
、
ざ
し
込
み
で
つ
な
ぐ
場
合
は
、
そ

の
つ
な
ぐ
部
分
を
ホ
1

ス
パ
ン
ド
で
締

め
つ
け
る
。

三、

ボ

イ

ラ

一
般
家
庭
に
多
く
使
っ
て
い
る
ボ
イ
ラ
ー

（
一
時
間
の
消
費
熱
置
が
、

二
万
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
未
満
の
も
の
。
）

を
設
け
る
場
合

は
、
木
造
部
分
か
ら
の
距
離
を
左
の
図
及

び
表
の
よ
う
に
、
は
な
し
て
取
り
付
け
る

，』L

I . .._. 
←→  

よ
く
読
ん
で
規
則
を
守
り

恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ご
う

日
か
ら
施
行

こ
の
た
び
朝
日
町
で
は
、
九
月
議
会
に

お
い
て
朝
日
町
火
災
予
防
条
例
が
全
部
改

正
さ
れ
、
来
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
か
ら

二
回
に
わ
た
り
改
正
の
主
な
点
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

改
正
の
目
的
は
現
在
の
条
例
で
は
社
会

的
な
生
活
犠
式
が
変
わ
り
、
使
用
し
て
い

る
燃
料
も
灯
油
又
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
を

使
っ
た
器
具
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
た
め
少
し
の
油
断
か
ら
火
災
が
発
生

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
全
国
的
に
改
正

さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
で
す
。

一
、
炉
、
及
び
か
ま
ど

炉
と
い
わ
れ
る
の
は
一
般
家
路
に
は
少

な
く
工
場
や
、
パ
ン
屋
等
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

か
玄
ど
と
は

一
般
家
・
医
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
と
と
で
は
炉
、
か
ま
ど

ば
か
り
で
な
く
石
油
コ
ン
ロ
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
の
使
用
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

か
ま
ど
を
設
け
る
と
き
は
、
左
上
の
図
の

よ
う
に
距
離
を
と
っ
て
下
さ
い
。

時四品

.' .... 
， .. 

l

－

保

有

距

噂

E

E

一
上
方

一
役
偏方

－
m
方

一
一時
間
叩
摘

一

一

一

二
持
参
”
量
が
二
一
了
二
m
一0
・
岡
市
一
一・
五百

．一
万
キ
O

カ

ロ

一

一

一

一
リ；以
よ
り一

以

上一

は

上

一
以

上

一フ一
も

の

一

一

一

，F

一二時間
の消
一

一

一

ぺ
一費
無
量
が
一
一
一
一
・
－
一
同
一
0
・三
m
一
一・
O
市

：‘
一日円リ
キロカロ

一

一

一

オ
一
日1
占軍需の

一
は

上
一
以
上

一
以

上

一一もの

一

一

一

蒸
気
を
通
す
管
は
摂
え
や
す
い
壁
や
床
、

ま
た
は
天
井
等
を
貫
通
さ
せ
る
と
き
は
、

そ
の
部
分
に
石
綿
や
、
け
い
そ
土
、
そ
の

他
の
断
黙
材
で
管
を
包
ん
で
く
だ
さ
い
ι

そ
れ
と
同
時
に
涼
気
の
圧
力
が
異
常
に
上

昇
し
た
と
き
に
は
、
自
動
的
に
働
く
安
全

弁
ゃ
、
そ
の
他
の
安
全
に
働
く
装
蹴
を
取

り
付
け
る
こ
と
。

凹、

ス

ト

ー

ブ

薪
や
、
石
炭
、
泊
を
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー

ブ

（
持
ち
迎
ぴ
の
で
き
な
い
）
を
設
け
る

と
き
は
、
木
造
の
部
分
か
ら
の
距
離
を
庄

の
図
の
よ
う
に
離
し
て
取
り
付
け
て
ど
．だ

さ
い
c

.. 
’・
一・一－· ‘－~. . , ... ．・－
ー・－
' a・，h

.，・.
← 

・‘ー・－』ー

薪
や
、
石
炭
を
使
用
す
る
ス
ト
ー
ブ
に

は、

燃
え
に
く
い
も
の
で
造
っ
た
、

た
き

が
ら
受
け
を
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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五、

移
動
式
ス
ト
ー
ブ

移
動
式
ス
ト
ー
ブ

（
持
ち
運
び
の
で
き
る

ス
ト
ー
ブ
で
通
命
の
家
庭
に
あ
る
石
油
ス

ト
ー
ブ
を
い
い
ま
す
。
）
は
特
殊
装
置
の

つ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
昭
和
五
十
三
年

一
月
一
日
か
ら
は
使
用
で
き
な
く
な
り
志

す
。
そ
れ
は
今
迄
使
用
さ
れ
て
い
る
石
油

ス
ト
ー
ブ
は
、
地
震
等
が
あ
っ
た
と
き
に

自
動
的
に
火
が
消
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
が
今
後
新
し
い

ス
ト
ー
ブ
を
買
わ
れ
る
場
合
は
、
地
震
等

の
と
き
に
自
動
的
に
火
を
消
す
装
阻
ま
た

は
、
自
動
的
に
燃
料
を
止
め
る
装
置
の
つ

い
た
耐
震
性
ぞ
表
示
し
て
あ
る
ス
ト
l
プ

を
買
っ
て
く
だ
さ
い
。

六
、

煙

突

煙
突
を
股
け
る
場
合
は
、
木
造
の
部
分
か

ら
の
距
離
は
左
の
図
の
よ
う
に
は
な
し
て

取
り
付
け
る。

－H

、
、
〆
μ

戸、
骨
」
へ
－
J

I
l－－f
E

J

い
．
＼
ご
寸

－

pd
H
M川
4J
mu
一

、

一

、
＼
一
寸
一
二
一
一

煙
突
の
先
端
か
ら
一
メ
l
十
ル
以
内
に
建

物
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の
建
物
に

窓
が
あ
る
と
き
は
、
窓
か
ら
六
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
’
以
上
高
く
す
る
。

煙
突
掃
除
の
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
つ
く

る
ζ
と
と
同
時
に
、
煙
突
掃
除
は
少
な
く

て
も
二
カ
月
に

一
度
は
実
施
し
て
火
の
掛

の
出
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

燃
え
や
す
い
壁
、
床
、
天
井
等
を
貫
通
す

る
部
分
に
は
、
め
が
ね
石
を
は
め
込
む
か

ま
た
は、

燃
え
な
い
物
で
お
お
う
と
と
。

め
が
ね
石
と
は
、
石
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

等
で
つ
く
っ
た
物
で
す
。

ひあ

上
の
図
の
よ
う
な
大
き
さ

に
つ
く
り
厚
さ
は
は
め
込

む
堕
の
厚
ざ
と
同
じ
位
に

し
て
下
さ
い
。

七、

ガ
ス
湯
沸
器

ガ
ス
湯
沸
器
を
設
け
る
場
合
は
、
燃
え
や

す
い
物
か
ら
の
距
離
は
庄
の
図
の
よ
う
に

し
て
・
取
り
付
け
て
く
ど
さ
い
。

J・~9：山
一土こ」

八
、
給
湯
湯
沸
設
備

給
湯
湯
沸
設
備
と
云
う
の
は
、
主
に
セ
ン

ト
ラ
W
ヒ
l
テ
ィ
ン
グ
等
に
使
用
さ
れ
る

一一
カ
所
以
上
の
所
へ
湯
を
送
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
湯
沸
器
で
す
。

セ
ン
ト
ヲ

N
ヒ
1
ティ

ン
グ
を
作
る
た
め

に
湯
沸
器
を
設
け
る
と
き
に
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
の
距
離
は
左
の
図
の
よ
う

に
し
て
取
り
付
け
る。

但
し
、
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
は
な

れ
た
所
に
煙
突
と
同
じ
よ
う
な
排
気
筒
を

設
け
た
場
合
は
六

0
セ
ン
チ
J
f
l
ト
ル
よ

り
距
離
を
ち
恨
め
て
も
よ
い。

発
熱
憶
が
六
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
こ
え
る

湯
沸
関
を
設
け
る
と
き
は、

室
内
を
燃
え

な
い
も
の
で
仕
上
げ
を
し
た
場
所
に
設
け

る。
九
、
火
を
使
用
す
る
器
具
等

を
取
扱
う
時
の
注
意

灯
油
、
プ
？
バ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使

用
す
る
器
具
（
石
油
一』
ん
ろ
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
等
）
を
取
披
う
と
き

は
次
の
こ
と
を
守
る
。

①
地
震
等
の
と
き
に
上
か
ら
燃
え
や
す
い

も
の
が
務
ち
て
こ
な
い
よ
う
な
所
で
使

用
す
る
。

①
地
震
等
の
時
に
倒
れ
た
り
、
ま
た
は
、

台
の
上
か
ら
落
ち
た
り
し
な
い
よ
う
に

す
る
。

①
関
口
パ
は
燃
え
な
い
も
の
で
つ
く
っ
た
台

の
上
で
使
用
す
る
。

①
火
を
つ
け
る
前
に
油
が
乙
ぼ
れ
て
い
な

い
か
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら
火
を
つ
け

る。

①
使
用
中
は
間
以
内
を
動
か
し
た
り
、
州
弘官

補
給
し
た
り
し
な
い
。

①
部
長
の
付
近
は
い
つ
も
整
理
し
て
油

ゃ
、
そ
の
他
の
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

①
間
以
に
給
油
の
と
き
、
山
が
も
れ
た

n
、

ま
た
は
あ
ふ
れ
た
り
さ
せ
て
は
い
け
な

い
。
（
下
に
受
り
血
を
準
備
し
て
注
油

す
る
）

①
改
降
し
た
り
ま
た
は
、
こ
わ
れ
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
は
い
け
な
い
。

①
プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
の
ゴ
ム
ホ
l
ス
は
、
米

の
中
で
ニ
メ
1
卜
N
以
上
使
用
し
な
い

こ
と
。
ま
た
J

ボ
ン
ベ
、
圧
力
調
経
緯
か

ら
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る

よ
う
に
し
て
使
用
す
る
。

＠
ζ

ん
ろ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
努
使
う
と
き

は
、
燃
え
や
す
い
も
の
よ
り
距
離
を
次

の
表
の
通
り
に
し
て
使
用
す
る
。

1
11
1
4例
制
附
｜離
｜一

一

割

類

一
上

万

一
周

聞

一

コ
司
剖
叶
制
剖
倒
「
寸

α州
司
斗
詔
一

石
＝用
す
る
も
の

一以

上

一以

－｜
上
一

一

？

ロ
パ

1
4
1引
・
引

一ん
土砂
－
使
用
す
る
も
一

k

o－
－

一一一
つ

一以

上

阪

上

一こ
事
割
問
到
1
q州
司
副
一

一一一
る
も
の

一以

上

一

机

以

上

一

三

石
油
を
使
用
て

－
O
議
長
治
一

一川
一
す
る
も
の

一以

上
一M
M
U

－
－3

⑪
寵
気
を
熱
躍
と
し
て
使
用
す
る
語
ロ
パ
は

、
電
%
を
通
じ
た
ま
ま
に
し
て
ほ
お
っ

て
お
か
な
い
と
と
。
ま
た
安
全
装
蹴
を

取
り
は
ず
し
た
り
、
時
具
に
あ
わ
な
い

も
の
と
取
り
替
え
た
り
し
な
い
。

一O
、
た

き

火

山
や
プ
ロ
パ
ン
万
ス
得
火
の
つ
き
や
す
い

品
物
の
近
く
で
た
き
火
を
し
て
は
い
け
な

い。

た
き
火
を
す
る
と
き
は
水
ゃ
、
消
火

器
を
準
備
し
、
燃
え
や
す
い
物
を
取
り
除

い
て
か
ら
、
火
を
つ
げ
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
火
災
と
忠
わ
れ
る
よ
う
な
た
き
火
を

す
る
と
き
は
必
ら
ず
消
防
署
へ
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
一
、

火

災

警

報

が

発

令

さ

れ
た
と
き
は
次
の

よ
う
に

火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま

す

－E
外
で
は
た
き
火
を
し
て
は
な
り
ま
せ

ん。

2．
た
ば
こ
の
倣
伎
や
、
た
き
火
し
た
あ
と

の
始
末
を
完
全
に
す
る
。

3
屋
外
で
は
仰
や
火
の
つ
き
や
す
い
も
の

の
付
近
で
た
ば
こ
を
枇
つ
て
は
な
ら
な

、。
－
U
V
 

4
家
の
中
で
火
砕
』使
川
す
る
時
は
、
強
や

出
人
口
を
閉
め
て
か
ら
使
則
す
る
。

十
二
、

乾

燥

機

農
家
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
乾
燥
機
は
、

使
則
前
に
必
ら
ず
叱
燥
機
の
点
検
を
し
て

か
ら
使
用
す
る
。
そ
れ
と
バ
ー
ナ
ー
の
中

に
ゴ
ミ
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
乾
蝶
犠
の
付
近
に
燃
え
る
よ
う
な
も
の

を
お
か
な
い
ζ

と
。
又
必
ら
ず
消
火
器
を

附
え
て
す
る
。
消
火
山
仰
は
耐
火
災
に
効
m
k

の
強
い
粉
末
消
火
掛
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

使
用
中
は
引
火
絡
の
な
い
よ
う
に
見
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

さ
わ
や
か
な
秋
を
無
事
故
で

T 
み

！！ ん
スな

トの
ツ歩ヨ

プ示
X い
通交
死通
霊安
要全
官A
協
力
を

昭
和
四
十
八
年
九
月
米
ま
で
に
県
下
で

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
人
は
一
一
八
人
で

す
。
能
祭
で
は
本
年
中
の
死
亡
事
故
を
般

小
限
に
抑
止
す
る
た
め
総
力
を
挙
げ
て
、

「
ス
ト
ッ
プ
交
通
死
者
運
動
」
を
十
月
五

日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
回
．
卜
乙
わ
迎
蜘
を
進
め
て
い

ま
す
。
重
点
は

O
間
断
者
を
ま
も
る
。
（
十
月
）

O
一
時
停
止
の
励
行
（
十

一
月）

om剛山
な
追
越
し
を
し
な
い

（十
日一
月）

の
三
点
と
し

O
交
通
指
碍
取
締
り
の
強
化

。
交
通
安
全
教
育

。
交
通
規
制
交
通
安
全
施
設
の
郵
備
充

突
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
県
、
市
町
村
、
関
係
機
関

の

一
体
的
協
刈
の
も
と
に
舵
進
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
例
年
十
月
か
ら
年
末
に
か
け

死
亡
事
故
が
激
培
し
て
い
ま
す
の
で
み
な

さ
ん
が
た
も
し
っ
か
り
と
交
通
の
き
ま
り

を
ま
も
η
乙
の
巡
肋
に
と
協
刈
く
だ
さ
い



第
十
回
青
年
議
会
聞
か
れ
る

議

長

に

沢

田

修

君

副
議
長
に
水
島
益
栄
さ
ん

議
会
広
報
発
行
を
提
唱

．．．．．． 

昭和48年 11月 I0日
月刊（毎月10＇日発行）

第
十
一
回
朝
日
町
山
門
年
議
会
級
品
目
選
挙

は
去
る
九
月
十
七
日
に
告
示
、
一
一
十
七
日

に
選
挙
の
結
果
十
八
名
の
当
選
が
確
定
し

十
月
十

一
日
午
後
八
時
よ
り
町
議
会
議
場

に
お
い
て
組
織
議
会
を
聞
き
ま
し
た。

組
織
議
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
折
谷
連
育
団
長
の
按
務
、

中

川
町
長
、
酒
井
町
議
会
謹
長
、
藤
条
教
育

長
の
激
励
が
め
り
、
組
織
議
会
で
は
、
寺

崎
道
緩
君

（泊）

を
仮
議
長
に
議
事
が
進

め
ら
れ
、
会
期
を
十
二
月
九
日
ま
で
の
六

十
日
間
に
、
ま
た
議
長
に
沢
田
修
君
（
大

〉
、
劃
韻
長
水
島
益
栄
さ
ん

（境）

を
選

出
し
ま
し
た
。

続
い
て
寺
崎
議
員
か

ら

ご

昨
年
か
ら

青
年
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
て
い
る
町
議

会
広
報
の
必
要
性
を
今
一

度
、
広
く
町
民

や
町
議
会
へ
呼
び
か
け
、
町
議
会
の
議
会

広
報
発
行
を
促
が
す
意
昧
で
議
会
広
報
発

行
促
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
よ
う
で
は

な
い
か
」
と
提
案
さ
れ
、
草
原
議
員
（
山

〉
が
賛
成
討
論
を
し
た
後
、
全
会
一
致
で

可
決
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
中
川
町
田長
か
ら
「
昭
和
凹
十
八

年
度
施
政
方
針
演
説
」
が
あ
り
、

と
れ
を

一
括
議
題
と
し
各
委
員
会
に
付
託
す
る
こ

と
で
、

組
織
棋
会
を
終
え
ま
し
た
。

ひさあ（駒益金易会見）第219号

各
委
員
会
別
議
員
名

（
O
委
員
長

O
副
委
員
長
〉

総

務

委

員

会

（

十
名
）

(5) 

高畏

井

松

下

水

島

木

村

草

原
井

栄（征）

善

一
（的
）

松

均（大）

勝

路怖い）

孝

雄（南）

益

栄（境）

幸

夫（泊）

圧
一（山）

沢寺

崎

広深

沢
回

道

義（泊）

芳

昭
（
点
的
）

俊

枝
（

偲

）

正

憲（山）

得

光（問）

昌

英（五）

文

男（山〉

幡

一
男（第） 修

（
十
八
）

※
議
会
広
報
発
行
促
進
特
別
委

員
会

（
四
名
）

。
寺
崎

道
義
（
泊
）

木
村
幸
夫
（伯）

O
草
原
庄
一
（
山
）

沢

田

修

（大）

あらゆる流派や

主張を超えて

後進の育成と

町の美術振興のために

美術団体、泡、

五 悟

園
田

園
田
剛
幽

謝釘」制
日
町
は
古
く
か
ら
、
文
化
の
町
と
し

て
聞
こ
え
、

詩
人
、
歌
人、

俳
人
や
奨
術

家
な
ど
、
多
く
の
文
化
人
を
世
に
送
り
出

し
て
い
る
が
、

特
に
美
術
部
門
で
は、

故
人
と
な
っ
た

平
板
芳
文
氏
、
現
存
の
開
発
芳
先
氏
を
は

じ
め
と
し
て
、
戦
後
故
人
と
な
っ
た
水
野

徳
二
氏
、
現
住
日
展
の
大
御
所

柚

木

芳

氏
等
多
く
の
彫
刻
’
家
、
脱
出
脱
出
身
の
豊
秋

半
次
氏
や
日
本
表
現
派
の
長
崎
莫
人
氏
ら

の
日
本
画
家
、
井
口
文
秀
氏
、
仙
名
秀
雄

氏
な
ど
の
洋
師
家
の
ほ
か
、
日
展
の
大
本

山
儲
F
な
ど
の
著
名
な
出
泊
家
を
生
ん
で

1

’コ。

lv
－dミま
た
、
現
在
郷
土
に
お
い
て
活
躍
中
の

美
術
家
も
多
く
、
主
術
一
一
衣
境
を
通
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
喧
に
己
れ
の
才
一蝋
を
国
乙
う
と

し
て
制
作
活
動
に
役
一
服
し
て
い
る
。

既
に
間
和
二
十
年
代
の
後
半
頃
か
ら
こ

れ
ら
の
作
家
が
集
ま
っ
て
朝
日
阿
美
術
問

好
会
を
結
成
し
た
が
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー

「
は
、
日
本
表
現
派
の
主
要
同
人
で
あ
っ

た
日
本
岡
家
の
谷
口
山
郷
氏
、
長
崎
助
之

孫
氏
、
昨
岡
家
の
熔
寿
縫
氏
、
佐
々
木
幸

雄
氏
、
行
動
美
術
の
悶
口
敏
明
夫
書
、
池

原
堅

一
氏
、
故
人
と
な
っ
た
水
島
容
四
朗

氏
、
版
画
家
の
間
部
善
治
氏
や
殿
村
芳
謙

氏
な
ど
多
彩
な
踊
ぶ
れ
で
あ
る
。

近
年
、
会
の
名
械
も
「
泡
」
と
改
称
、
若

手
新
人
な
ど
多
数
参
加
し
、
彫

m一部
門
も

併
合
し
日
展
で
活
躍
中
の
田
中
三
太
郎
氏

な
ど
の
ほ
か
評
論
家
と
し
て
小
沢
浩
氏
や

広
川
親
義
氏
、
阿
部
順
三
氏
な
ど
も
加
え

て
益
々
感
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
会
の
主
強

は
、
流
派
や
主
義
を
越
え
て
相
互
の
研
さ

ん
と
後
進
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
町
の
美
術

疑
問
問
に
得
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る

・
美
術
に
芯
す
者
設
で
も
入
会
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。

・
年
に

一
回
自
主
的
な
展
覧
会
を
開
催
し

ζ

れ
に
出
品
す
る
。

－
会
費
は
必
盟
に
応
じ
て
徴
収

申
込
み
は
制
日
町
横
尾
佐
々
木
帯
雄
万

八
写
真
は
展
覧
会
風
崇
V

n
h
U
「
町
M

『，
a



(6) 

五
万
九四
万千
六円
干の
円掛
の金zで「国民年金法が一一｜
｜ー改正されました＿I

昭和48年 11月10日
月刊（毎月10日発行）

金毎
言よリ

ひ

先
の
国
会
で
国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
同
四
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
国

民
年
金
に
任
意
に
加
入
し
、

一
カ
月
当
り

九
百
円

（
昭
和
四
十
五
年
六
月
分
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
）

の
保
険
料
を
五
年

間
分
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
額
九
万

六
千
円
の
老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
改
正
は
、
過
去
に
国
民
年
金
に
加

入
し
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
年
金
制
度

へ
の
加
入
の
途
を
聞
き
老
令
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

加
入
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
す
ぐ
役
場

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

申
出
期
間
は
昭
和
四
十
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

さあ（貯話；＆：高島）第219号
た
だ
し
、
次
の
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん

O
現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

O
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
の
被
保
険
者
ま

た
は
組
合
員

。
老
令
年
金
、
退
聴
年
金
、
通
算
老
令
年

金
、
恩
給
を
受
け
て
い
る
入
、
ま
た
は

そ
れ
ら
の
資
格
期
聞
を
満
た
し
て
い
る

人

不
明
の
点
は
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

老
令
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

該
当
者
は

な
る
べ
く
早
く
手
続
き
を

明
治
三
十
九
年
四
月
一

U
以
前
に
生
ま

れ
た
人
に
は
、

国
民
年
金
制
度
の
経
過
抗

慣
に
よ
り
、
制
度
へ
の
加
入
を
除
い
て
お

り
老
令
年
金
の
支
給
の
機
会
が
与
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
の
同
会
で
同
民
作

金
法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
人
に

対
し
て
は
来
年
一
月
か
ら
月
額
四
千
円

（

年
額
四
万
八
千
円
の
老
令
特
別
給
付
金
）

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
は
七
十
才
に
な
る
と
老
令

福
祉
年
金

（月
額
五
千
円
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
と
の
給
付
金
は
七
十
才
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
令
福
祉
年

金
と
同
服
、
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
や
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
い
乙
と
は
役
場
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
第

一
回
の
支
払
い
は
米
年

五
月
に
郵
使
局
で
始
ま
り
ま
す
が
、
該山
台

者
の
方
は
恩
く
役
場
で
訓
求
手
続
ぎ
を
し

て
く
だ
さ
い。

前
求
手
航
き
に
は
、
印
鑑

・
現
に
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の
－A
H川
会

ご
持
率
く
だ
さ
い
。

旧
軍
人
恩
給
、
扶
助
料
が

よ
く
な
り
ま
し
た

ー
恩
給
法
の
改
正
｜

旧
筆
人
軍
属
の
加
算
年
は
、
軍
人
恩
給

廃
止
前
に
は
実
在
臓
年
と
同
様
に
思
給
年

額
計
算
の
基
随
に
釘
入
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
八
年
の
ボ
人
組
給
川
叫
発

以
後
は
地
に
普
通
思
給
の
受
給
資
絡
を
取

得
す
る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
資
格
則
間
と
し

て
の
み
算
入
さ
れ
、
思
飴
作
制
に
は
斜
入

さ
れ
な
い
で
現
陀
に
い
で
っ
て
い
ま
し
た
。

本
年
十
月
一
目
よ
り
思
給
法
の
改
正
に

よ
り
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
一
部
改
善

さ
れ、

次
の
恩
給
、
扶
助
料
に
つ
い
て
万

在
職
年
と
合
わ
せ
て
四
l
・1
に
速
す
る
立

で
加
昨
年
が
金
敵
討
聞
に
何
人
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
心
v
i
り
の
い
刈
は
住

民
課
稲
祉
係
に
巾
し
出
て
手
枕
き
し
て
く

だ
さ
い
。
て

じ

O
Y以
上
の
刀
の
門
品
川
相
給
、

扶
助
料

二
、
傷
病
恩
給
が
併
日
約
さ
れ
て
い
る
約

通
恩
給

一ニ
、
安
子
が
交
げ
て
い
る
氏
山
料

住

民

窓

の

口

印
鑑
証
明
の

方

法

が

変

わ
り
ま
し
た

マ
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
ム

み
な
さ
ん
と
符
限
な
関
係
に
あ
り
、
し

か
も
市
一
段
な
役
引
川
を
県
た
し
て
お
り
ま
し

た
印
鑑
説
明
仰
の
従
付
は
、
い
家
ま
で
怒

川
で
手
内
ぎ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
印
鑑

事
務
の
確
災
性
と
泌
%
の
待
ち
時
間
を
知

的制さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
十
月
か
ら
機

械
に
よ
り
印
鑑
票
を
複
写
し
て
印
鑑
賞
録

証
削
告
と
し
て
交
付
す
ふ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

長室司書

電

照

菊

の

作

り

方

日ボ
イ

刊
以
の
終
わ
り
凶
か
ら
a

一
一
枚
附
地
内
を
通

る
と
・
附
い
田
ん
ぼ
の
あ
ち
こ
ち
に
、
不
夜

城
の
肢
に
明
る
い
ビ
ニ
ー
ル
・
ハ
ゥ
，
A

が
浮

か
ん
で
凡
え
ま
す
。
こ
れ
が
川
附
伯
作
り

で
こ
の
よ
う
に
沼
灯
を
つ
け
て
花
の
聞
く

時
期
を
お
く
ら
せ
る
の
で
す
。
州
制
は
大
体

十
月
下
旬
か
ら
十

一
月
上
川
に
花
が
咲
く

の
が
普
通
で
す
が
、
川
山
灯
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
佑
の
少
な
い
十
一

一川
下
川
円
か
ら

一
川
上
旬
に
映
い
て
向
く
必
れ
る
の
で
す

今
年
三
牧
師
で
は
約

一
－
U
M
の．
ヒ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
に

U
mM加を
栽

mし
－
千
万

円
の
臼
刈
り
上
げ
を
け
．M
M
に
努
刀
を
統
け
て

い
ま
す
。

一
般
家
陸
で
も
や
っ
て
貼
ま
せ

ん
か
。－
H
分
で
作
っ
た
沼
間
一
刻
で
ク
リ
ス

マ
ス
や
お
正
月
の
小
花
に
し
て
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い。

n
h
v
r円
u
n
x
u

や
リ
万
は
八
月
十
日
．刷
、
取
の
数
が
十

枝
料
、

mhkm
m似
の
川
、

（
六
月
ぶ
か

ら
じ
ハ
的
め
に
州
評
し
た
も
の
〉
四
坪
分

で
一（バ
U
W
の
川
市
政

一
例
を
、
夕
方
か
ら

九
山
凶
ま
で
、
約
五
十
日
間
む
町
を
つ
け

る
の
で
す
。

〈
与
口
（
は
不
夜
域
を
思
わ
す
沼
照
菊
の

ビ
ニ

ー
ル
’
ハ
ウ
ス
V

ぬ
り
変
え
ら
れ
る

朝
日
町
の
地
図

町
道
坊
｝
山
崎
新
線

H
鉱
山
改
良
工
耶
完
成

H

朝
日
町
で
は
か
ね
て
よ
り
、
町
道
坊
l

山
附
新
制
の
部
蝦
改
良
工
事
を
行
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
乙
の
ほ
ど
完
瓜
し
ま
し

た
。
乙
の
改
良
工
事
は
工
事
費
三
百
七
十

ニ
万
円
を
も
っ
て
延
長
二
百
八
＋
六

・
七

米
を
巾
員
六
・

O
米
に
し
た
も
の
で
付
近

一
一
砕
リ
の
交
通
緩
和
に
役
だ
っ
と
と
に
な
り

ま
す
。

〈
写
真
は
先
成
し
た

町
道
幼
J
山
崎
新
銀
V
回－F
Z

；

－
 

H

－b
a
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上げる両手も

しなやかに

～朝日音頭町流し
はなやかに行なわれる
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去
る
十
月
十
四
日

l
十
五
日
の
阿
目
、

恒
例
の
盤
徳
太
子
議
讃
会
が
泊
地
区
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
一
、
二
、
三
区

の
各
地
か
ら
、

久
し
ぶ
り
で
山
取
が
曳
か

れ
、
町
内
の
子
供
述
の
臨
り
を
先
顕
に
、

一
区
二
五

O
缶
、
二
区
一
一じ

O
名
、
三
区

一ニ

O
O名
に
及
ぶ
大
部
隊
の
町
内
船
人
会

員
に
よ
る
刺
H
音
頭
の
流
し
踊
り
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

華
や
か
に
飾
り
つ
け
ら
れ
た
山
車
を
先

頭
に
、
時
お
り
バ
一
フ
つ
く
小
雨
も
も
の
と

も
せ
ず
、
編
笠
袋
に
浴
衣
が
け
の
あ
で
や

か
な
踊
り
は
、
都
は
る
み
の
担
得
の
は
り

( 7 ) 

・・・・・・聖徳太子奉讃祭・．．．．．

の
あ
る
歌
に
合
わ
せ
て
、
と
げ
る
刷
手
も

し
な
や
か
に
行
列
は
延
々
と
町
内
の
沿
道

を
埋
め
つ
く
し
ま
し
た
。

歌
も
踊
り
も
、
時
の
移
る
に
従
っ
て
町

民
の
も
の
と
し
て
徐
々
に
し
み
乙
ん
で
ゆ

き
、
町
の
風
物
と
し
て
氷
統
き
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

八
写
真
は
川
流
し
の
ひ
と
乙
ま
V

監覇軍霊童書E
大
き
な
成
果
を

収
め
て
帰
っ
た

婦
人
圏
内
研

修

会

登

他
県
の
婦
人
団
体
活
動
、
学
習
活
動
を

見
聞
し
、
指
導
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上

を
図
り
附
入
団
体
活
動
の
娠
興
を
期
そ
う

と
、
と
の
ほ
ど
制
入
国
内
研
修
旅
行
が
能

登
万
面
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

十
六
名
の
鮒
人
会
幹
部
は
、

石
川
県
鹿

市
泊
中
川
町
公
民
館
で
問
町
制
人
会
幹
部

尚
消

ほ凋

と
、
お
立
い
の
活
動
状
況
を
交
換
し
、
当

面
し
て
い
る
諮
問
題
に
つ
い
て
そ
の
解
決

策
に
つ
い
て
訴
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
町
に
あ
る
北
陸
婦
人
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
、
朝
日
町
婦
人
会
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
恕
凡
失
換
し
、
さ
ら
に

「
共

働
き
の
功
罪
を
テ
l
マ
に
財
人
の
立
場
と

任
務
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
財
人
会
の
果

た
す
べ
き
役
湖
、
幹
部
と
し
て
の
使
命
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
深
め
所
期
の
目
的
を

充
分
達
成
し
て
帰
り
ま
し
た
。

八
世
号
以
下
は
能
登
の
文
化
財
を
叫
践
す
る

一
行
V

〈
写
真
上
は
そ
の
研
修
胤
妓

V

量
目
の
不
足
ヤ

不
良
商
品
を

買
っ
て
い
ま
せ
ん
か

V
量
目
立
入
検
査
の
実
施
八

物
価
対
策
の
一
環
と
し
て
、

宮
山
県
商

工
労
働
部
で
は
、
市
町
村
や
婦
人
聞
体
と

協
力
し
て
、
本
年
六
月
か
ら
県
内
の
九
市

と
朝
日
町
の
ほ
か
十
七
町
に
わ
た
っ
て
、

県
民
生
活
と
常
挺
な
関
連
の
あ
る
食
料
品

の
嵐
目
と
計
量
器
の
実
態
や
不
良
商
品
に

つ
い
て
立
入
検
盗
を
実
施
し
た
が
、

検
査
内
容
は

食
料
品
の
血
目
が
ソ
リ

ン
計
最
路
、

タ
ク
シ

ー
の
メ
ー
タ
ー、

市
町
別
の
慨
防
相

の
迎
い
な
ど
で
、

食
料
品
に
つ
い
て
は
、

豚
肉
、
肉
料
削
加
工
品
、
食
介
類
加
工
品

乾
燥
し
い
た
り
、
海
草
類
、
舵
め
ん
、
み

そ
、
菓
子
、
茶
、
米
な
ど
で
、
朝
日
町
で

の
立
入
検
益
の
成
縦
は
別
衰
の
と
お
り
で

あ
っ
た
υ

第l回～節4問 ガソリン磁器立入検査集計表

1ri: 入｜不合引検査｜不合絡｜不合絡｜歪金並J也
市附＇'JJ議所｜事例台数｜台 数｜準 ｜留！？｜特

朝日町： 41 1 I 19 I 1 I s.2 I 1 I -
c;~~：！~司

第l回～第4回タクシーメーター立入検査集計表

｜立入！不合格｜ ｜ ｜ ｜不合格内訳
｜ ｜ ｜検査｜不合格｜不合制一一一了一－

古1ur;g1J::f1業所｜事業所｜ ｜ ｜ ｜期間 ｜到印
一 一一数 ｜数｜台数｜台 数｜ 率｜切レ ｜此

朝日町｜ 2 I ~ 13 I ~ -I -I -

3才児をもっ

家庭のみなさんヘ

「
三
つ
子
の
現
、
百
ま
で
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
幼
児
期
の
教
育
は
、
そ
の
人

の
一
生
を
支
配
す
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
た
っ
て
、
富
山
県

教
育
委
員
会
で
は
、
今
春
以
来
、

三
践
に

な
っ
て
い
る
第

一
子
を
お
持
ち
の
親
を
対

象
と
し
て
ハ
ガ
キ
通
信
や
巡
回
相
談
を
通

じ
て
家
庭
教
育
上
の
踏
問
題
に
つ
い
て
具

体
的
な
解
説
を
し
て
い
ま
す
が
、
九
月
か

ら
は
北
日
本
放
送
テ
レ
ピ
で
毎
水
服
日
午

後
五
時
五
分
（
再
放
送
、
毎
土
臨
日
午
前

七
時
四
十
五
分
〉
か
ら
十
五
分
間
、
し
つ

け
や
偏
食
、
テ
レ
ビ
の
見
せ
方
、
交
通
安

全
な
ど
、
幼
児
期
の
諸
問
題
に
つ
い
て
放

送
を
し
て
い
ま
す
。

放
送
は
三
月
始
め
ま
で
統
き
ま
す
が
、

テ
レ
ピ
放
送
を
素
材
と
し
て
家
族
会
員
で

こ
ど
も
の
教
育
、
将
来
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

育

…
み
…
る
…
ρ＼
 

…
町
…
み
一
る

第

三

日

曜

日

は

家
庭
の
日

一

ρ＼
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

一
家

力
を
出
し
あ
い

一
－」

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

…
る足』
自
転
車
の
ニ
人
集
り

を

無

灯

火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

r
p
お
と
な
も
こ
ど
も
も

以

交
通

w
i
wを
守
り

配

み
ん
な
で
注
意
し
あ
い

ま
し
ょ
う

教
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。 第25固人権週間。
1 2月4日～ 10日

健康で安全な生活を

営むために

人権の確保に

努めましよう

富山 地方法 務局

富山県人纏擁護委員連合会

ひ

今
年
は
世
界
人
権
宣
言
の
二
十
五
年
目

に
な
り
ま
す
。
わ
が
国
で
も
毎
年
十
二
月

四
日
か
ら
卜
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め

国
民
の
人
権
意
識
の
高
山
簡
を
は
か
つ
て
い

ま
す
。段
近
で
は
い
ろ
い
ろ
日
常
生
活
の
平
和

を
お
び
や
か
す
問
題
も
多
く
、
本
年
度
は

「
陸
脱
と
人
権
」
と
い
う
テ
l
マ
を
と
り

あ
げ
、
出
発
運
動
の
痕
点
的
な
田
川
町
と
し

て
い
ま
す
。

自
分
の
権
利
を
主
義
す
る
者
は
、
先
づ

相
手
の
白
出
と
権
利
を
尊
重
し
健
康
で
安

全
な
生
活
を
営
む
た
め
の
人
権
の
確
保
に

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

法
務
局
や
符
市
町
村
に
お
か
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
は
み
な
さ
ん
の
よ
い
相
談

相
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

困
っ
た
ζ

と
や
、
悩
み
を
お
も
ち
な
ら

法
務
局
や
、
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
朝
日
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
つ
ぎ
の
か
た
が
た
で
す
。

西

下

町

在

出

荷

芳

氏

本

町

小

沢

浩

氏

桜

町

上

田

憲

二
氏

さあ

一｜
郵
便
物
の
名
あ
て
は

詳

細

正

確

に

郵
便
局
で
は
、
配
達
地
図
や
居
住
者
カ

ー
ド
な
ど
の
撚
備
を
し
て
、
配
達
に
は
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
あ
て
名
部
分
の
書
き
も
ら
し
ゃ
、

書
き
違
い
の
場
合
で
も
配
達
さ
れ
ず
に
返

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

町
名
や
番
地
の
ほ
か
、
「
O
O
荘
O
O

号
室
」
と
か
「
O
O
方
」
と
肩
書
き
を
は

っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

日

朝
日
町
普
意
銀
行

H

今
回
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
朝
日
町
越
感
銀

行
へ
、
社
会
制
祉
の
増
進
の
た
め
に
と
、

貨
車
な
帯
意
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
払
申
し
あ
げ
ま
す
。

壱
万
円

笹
川

と
く
名
殿

五
万
円
也

山
崎

と
く
名
殿

韓
国
に
お
い
て
、
三
十
八
度
線
の
マ
リ

ア
と
云
わ
れ
、

ζ

の
二
十
数
年
間
に
百
数

十
人
の
韓
国
人
孤
児
を
育
て、

い
ま
二
十

七
人
伝
抱
え
て
苦
闘
し
て
い
る
、
臼
本
人

女
性
永
松
カ
ズ
さ
ん
を
支
持
す
る
運
動
が

全
国
善
意
銀
行
連
絡
協
議
会
で
と
り
あ
げ

ら
れ、

朝
日
町
帯
意
銀
行
で
も
ζ

の
程
県

能
銀
を
通
じ
壱
万
円
を
贈
っ
て
協
力
い
た

し
ま
し
た。

1
2
hum合
ぷ

J

A

今
月
は
水
利
地
益
税

（金
期
）
と
国
f

M

定
資
産
税
第
三
期
、
国
民
健
康
保
険
税
〈

ん
第
一
一一期
分
の
納
付
期
限
月
で
す
。
忘
れ

付

J

ず
に
月
末
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

内

，，、，．
J
E
t
y
－－－、，‘、
．．
 
1
t
B
r
．－－．，K
I
t

－－J
k
f
：・、，E

璽麗翠覇曙
新しい木がたくさん

入っています

－灯火愛書一

会？？でL
ιミミ扇髭忍

ハ
新
し
く
は
い
っ
た
図
書
V

子
ど
も
に
な
に
を
読
ま
せ
た
ら
よ
い
か

羽
仁
説
子
他

日
本
人
の
意
識
構
造
（
統
）
会
凶
雄
次

廃

船

ひ

と

す

じ

久

布
白
溶
実

肩
と
り
の
は
な
し

加
藤

文

雄

日
本

経

済

の

流

れ

小

島

恒

久

落

穂

の

官

制

回

二

六

ダ
ブ
号
の
冒
険

田

中

融

一－副

他

力

本

願

存

内

大

古

仏
の
と
ζ

ろ
詩
の
こ
と
る
紀
野

一
議

心

配

ご

と

、

普

情

不
満
な
ど
の
相
談
は
、

V
行

政

相

談

九

日
時

毎

月
第

一
火
曜
日

一

午
前
十
時
J
午
後
三
一
時
一

場

所

朝

日
府
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

V
人
指
法
律
相
誠

一

日
時
十
一
月
一
十
日

一

午
後
一

時

l
午
後
三
時

一

日

場

所

朝

日
町
倒
祉
セ
ン
タ
ー

一

一
V
心
配
ご
と
相
談

一

一

日

時

毎

週
火
隅
日

一

一

午
前
十
時
1
午
後
三
時

一

一

場

所

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

γ
1j
げ
河
川
汗

刈
1
1
1
f
r

一
。
生
ま
れ
た
人
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